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わ
が
家・わ
が
ま
ち
を
守
ろ
う
　

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
私

た
ち
の
住
む
地
域
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
建
物
の
倒
壊
、
火
災

の
発
生
、
水
道
や
消
火
設
備
・
道

路
の
損
壊
、
続
出
す
る
多
数
の
負

傷
者
…
。
各
地
で
多
発
す
る
被
害

に
対
し
て
公
的
防
災
機
関
が
十
分

対
処
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
地
域

住
民
に
よ
る
防
災
活
動
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

  

自
主
防
災
組
織
と
は
？

　
災
害
に
対
し
て
ま
ち
ぐ
る
み
で

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
地
域

住
民
に
よ
る
組
織
的
な
防
災
活
動

が
必
要
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
住
民
同
士

が
協
力
し
て
自
発
的
に
つ
く
る
も

の
で
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
地
域
で
も

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　　
南
丹
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織

の
設
置
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
組

織
の
構
成
や
活
動
内
容
の
基
準
と

な
る
も
の
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
発
的
な
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
設
置
す
る
と

き
は
、
組
織
や
活
動
内
容
の
規
約

を
定
め
ま
す
。

　　
地
域
や
集
落
な
ど
の
住
民
自
治

組
織
な
ど
で
活
動
を
し
ま
す
。
ま

た
、
規
模
の
小
さ
な
地
域
で
も
隣

接
す
る
地
域
と
合
同
で
編
成
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
活
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
も
、
各
活
動
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　もし、私たちのまちに大災害が発生したら…。電話の不通、道路事情の悪化、火災の
延焼などにより都市機能は分断され、市や防災機関による消火活動、救出救護などの
防災活動が十分に果たせなくなることが考えられます。このような事態から私たちが生
き延びるためには、地域の協力体制が不可欠となります。「私たちのまちは私たちで守
る」という強い意識を持って、地域防災活動に取り組んでいきましょう。 

私たちのまちは私たちで守ろう!

いざという時の自主防災組織自主防災組織

の
内
容
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
を
決
め

て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

  

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は
、

災
害
の
発
生
に
備
え
て
被
害
の
発

生
や
拡
大
の
未
然
防
止
の
た
め
に

日
常
行
う
活
動
（
平
常
時
の
活

動
）
と
、
災
害
が
発
生
し
た
後
に

地
域
内
で
被
害
の
発
生
や
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
行
う
活
動
（
災

害
時
の
活
動
）
が
あ
り
ま
す
。
平

常
時
の
活
動
の
成
果
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
災
害
時
の
活
動
に
生

か
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

  

平
常
時
の
活
動
例

①
情
報
収
集
、
伝
達
体
制
を
確
保

（
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
）

②
防
災
に
対
す
る
啓
発
（
啓
発
紙

の
発
行
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
）

③
災
害
へ
の
備
え
（
消
火
資
機
材

の
点
検
整
備
、
備
蓄
品
の
管
理
な

ど
）

④
地
域
を
知
る
活
動
（
避
難
場
所

や
危
険
な
個
所
な
ど
の
把
握
）

⑤
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
活
動

（
消
火
訓
練
・
避
難
訓
練
な
ど
）

  

災
害
発
生
時
の
活
動
例

　
初
期
消
火
の
活
動
や
地
域
内
の

被
害
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
、
救

出
救
助
活
動
や
地
域
住
民
の
避
難

誘
導
、
避
難
所
な
ど
で
の
炊
き
出

し
や
救
助
物
資
の
配
分
や
給
水
活

動
の
協
力
な
ど

　
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
活

動
は
、
南
丹
市
や
消
防
署
な
ど
の

公
的
機
関
の
防
災
活
動
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。
公
的
防
災
機

関
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
良
好
な

関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
南
丹
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織

で
行
う
防
災
訓
練
、
防
災
の
啓
発

活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
補
助
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
自
主

防
災
組
織
を
作
ろ
う
と
お
考
え
の

皆
さ
ま
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
課

☎
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
二

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　平
成
二
十
年
四
月
か
ら
始
ま
る「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」に
つ
い
て
、加
入
す
る
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
保
険

料
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　平
成
二
十
年
四
月
か
ら
始
ま
る「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」に
つ
い
て
、加
入
す
る
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
保
険

料
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。　

十
二
月
一
日
に
行
わ
れ
た
、
京

都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
に
お
い
て
、
京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
率
が
決
ま
り

ま
し
た
。
保
険
料
は
、
京
都
府
内

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
全
て
の
被
保
険
者
の
方
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

  

保
険
料
の
額
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
額
は
、
所
得
割
額

（
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
か

か
る
金
額
）
と
均
等
割
額
（
被
保

険
者
全
員
に
均
一
に
か
か
る
金

額
）
の
合
計
額
と
な
り
、
一
人
ひ

と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
京
都
府

に
お
け
る
所
得
割
額
は
、
基
礎
控

除
後
の
所
得
の
八
・
三
二
㌫
と
な

り
、
均
等
割
額
は
四
万
五
千
二
百

五
十
円
で
す
（
表
①
）
。

　
な
お
、
世
帯
主
と
世
帯
内
の
被

保
険
者
の
総
所
得
金
額
な
ど
を
合

わ
せ
た
金
額
が
一
定
以
下
の
場
合

は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
軽
減
に
は
、
七
割
軽
減
と
五

割
軽
減
、
二
割
軽
減
が
あ
り
、
要

件
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

  
納
付
方
法
に
つ
い
て

　
保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
（
特
別

徴
収
）
。
た
だ
し
、
年
金
の
年
額

が
十
八
万
円
未
満
の
方
や
、
介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が

年
金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
方

は
天
引
き
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
特
別
徴
収
さ
れ

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替

な
ど
の
方
法
に
よ
り
市
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
徴
収
）
。

　
な
お
、
七
十
五
歳
以
上
の
方

で
、
被
保
険
者
に
な
る
日
の
前
日

に
お
い
て
、
社
会
保
険
な
ど
の
被

扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
平

成
二
十
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

六
ヵ
月
間
は
保
険
料
が
無
料
と
な

り
、
平
成
二
十
年
十
月
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間

は
、
均
等
割
額
を
九
割
軽
減
し
た

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
所
得
割
額
に
つ
い
て
は
、
加
入
時
か

ら
二
年
間
は
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な

い
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
国
保
医
療
課

☎
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
一
一

各
支
所
健
康
福
祉
課

八
木
　
㈹
四
二
―
二
三
〇
〇

日
吉
　
　
六
八
―
〇
〇
三
二

美
山
　
　
六
八
―
〇
〇
四
一

表①京都府内の保険料率京都府内の保険料率京都府内の保険料率

※所得割額＝（総所得金額－基礎控除額（33
万円））×8.32%
※均等割額は、所得要件によっては、７割・５割・
２割が軽減されます。

所得割額…基礎控除後の所得の８.３２％
均等割額…４５,２５０円
保険料の賦課限度額…５００,０００円

公
的
防
災
機
関
と

　
　
　
　
　
緊
密
な
関
係
を

自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
　
　
　
つ
く
る
に
は

ど
の
よ
う
な
組
織
を
　

　
　
編
成
す
れ
ば
い
い
の
か

後期高齢者医療制度とは…後期高齢者医療制度とは…後期高齢者医療制度とは…
平成20年４月から、現行の老人保健制度に変わり、新しい高齢者
医療制度である「後期高齢者医療制度」が始まります。現在、老
人保健制度による医療を受けておられる方は、国民健康保険や被
用者保険（政府管掌健康保険、健康保険組合、共済組合、船員保
険など）から移行し、「後期高齢者医療広域連合」が行う「後期
高齢者医療制度」の被保険者となります。

年金収入による保険料試算額
単身世帯で年金収入が
120万円の場合 夫婦２人世帯で年金収入合計が

190万円・370万円の場合所得割額

（月額）

軽減後の
均等割額

均等割の
軽減割合

保険料
総額

０円

７割軽減

13,575円

13,575円

1,131円

300万円

70万円

370万円

122,304円

45,250円

169,080円

0円

45,250円

45,250円

212,804円

17.734円

単身世帯で年金収入が
200万円の場合

所得割額

（月額）

軽減後の
均等割額

均等割の
軽減割合

保険料
総額

39,104円

２割軽減

36,200円

75,304円

6,275円

保険料総額

（月額）

均等割の軽減割合

年
金
額

夫

妻

夫の年金額

妻の年金額

年金合計

所得割額

均等割額

保険料総額

所得割額

均等割額

保険料総額

120万円

70万円

190万円

0円

13,575円

13,575円

0円

13,575円

13,575円

27,150円

2,263円

７割軽減 軽減なし


